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福音の
ひびき

2月の説教者

3 日　年間第 4 主日
暮林　響

（神言修道会）

10日　年間第 5 主日
品田　豊

（神言修道会）

17日　年間第 6 主日
山口正美
（港教会）

24日　年間第 7 主日
ポンタッキヨ ･チプリアノ

（金沢教会）

世
界
病
者
の
日　

2
月
11
日

　

病
者
が
ふ
さ
わ
し
い
援
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
苦
し
ん
で
い
る
人
が
自
ら
の
苦

し
み
の
意
味
を
受
け
止
め
て
い
く
た
め
の
必
要
な
助
け
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
医
療
関
係
者
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
社
会
一
般
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
死
刑
を
止
め
よ
う
」
宗

教
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
「
死
刑
執
行
停
止
を
求
め

る
諸
宗
教
に
よ
る
祈
り
の
集

い
」
が
12
月
17
日
、
日
本
聖

公
会
名
古
屋
聖
マ
ル
コ
教
会

（
名
古
屋
市
東
区
白
壁
）
で

行
わ
れ
、約
80
人
が
集
っ
た
。

こ
の
集
い
で
は
、
各
宗
派
・

団
体
か
ら
死
刑
廃
止
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
ア
ピ
ー
ル
と
祈
り

（
仏
教
・
神
道
・
キ
リ
ス
ト
教
・

回
心
閉
ざ
さ
れ
る
加
害
者
と

何
一
つ
癒
さ
れ
な
い
被
害
者

死
刑
執
行
停
止
を
求
め
る
諸
宗
教
に
よ
る
祈
り
の
集
い

市
民
団
体
な
ど
）が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
の
雨
森
慶
為
氏
（
真

宗
大
谷
派
）が
あ
い
さ
つ
し
、

日
本
聖
公
会
名
古
屋
マ
ル
コ

教
会
主
任
の
後
藤
香
織
司
祭

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら

は
、
松
浦
悟
郎
司
教
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
祈
り
を
捧
げ
た
。

司
教
は
昨
年
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
に
よ
り
、
い
か
な
る

場
合
も
死
刑
に
対
し
て
反

対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
伝
え
、
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。

「
死
刑
は
“
極
刑
”
な

の
で
、
被
害
者
に
と
っ
て

も
加
害
者
に
と
っ
て
も
、

死
刑
を
も
っ
て
す
べ
て
が

幕
引
き
に
な
り
ま
す
。
被

害
者
は
死
刑
が
執
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
一
時
的

に
は
よ
か
っ
た
と
感
情
的

に
思
う
で
し
ょ
う
が
、
し

か
し
、
実
際
に
は
被
害
者

の
苦
し
み
は
続
い
て
い
く

の
で
す
。
そ
し
て
周
り
の

支
え
て
い
た
人
達
も
こ
れ

で
解
決
し
た
、
と
安
堵
し

て
関
心
は
薄
れ
て
い
く
の

で
す
。

加
害
者
の
方
は
自
分
の

罪
の
重
さ
に
向
き
合
い
、

真
の
回
心
と
い
う
自
ら
人

間
の
尊
厳
を
回
復
し
て
い

く
と
い
う
歩
み
が
、
閉
ざ
さ

れ
て
し
ま
う
。
被
害
者
に

と
っ
て
少
し
で
も
癒
し
に
つ

な
が
る
道
と
は
、
最
終
的
に

は
加
害
者
が
真
に
償
い
、
回

心
し
て
い
く
歩
み
を
も
っ
て

～
許
せ
る
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
～
少
し
ず
つ
癒
し
の
兆

し
が
表
れ
て
く
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
可
能
性
を
閉

ざ
し
て
は
い
け
な
い
」。

こ
の
後
、
市
民
団
体
の
代

表
者
ら
11
人
が
死
刑
廃
止
な

ど
を
訴
え
た
。

こ
の
あ
と
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
真
宗
大

谷
派
の
僧
侶
バ
ン
ド「
我
聞
」

が
、「
白
い
花
」
や
「
自
転

車
に
乗
っ
て
」
な
ど
を
演
奏

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
僧

侶
バ
ン
ド
の
演
奏
が
流
れ
る

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協

会
（
会
長
山
口
郁
乃
）
の
第

第
59
回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
の
全
国
大
会
開
催

　
　「
共
に
」
の
意
味
を
学
び
、
味
わ
う

59
回
全
国
大
会
が
昨
年
10
月

５
日
と
６
日
、
名
古
屋
聖
霊

病
院
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
105
人
が
集
ま
っ
た
。
看
護

師
は
じ
め
様
々
な
職
種
の
協

力
を
得
て
、
笑
顔
の
溢
れ
る

大
会
と
な
っ
た
。
大
会
の

テ
ー
マ
『
共
に
生
き
る
』
を

非
洗
者
の
職
員
と
も
協
働
す

る
中
で
、
キ
リ
ス
ト
が
望
ま

れ
た
『
共
に
』
の
意
味
を
学

び
、味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

基
調
講
演
は
「
輝
く
い
の

ち
へ
の
奉
仕
」
の
題
で
、
松

浦
悟
郎
司
教
が
話
し
た
。

人
間
は
誰
も
が
「
健
康
で

豊
か
に
生
き
て
い
き
た
い
」

と
望
む
反
面
、「
損
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
思
わ
ず
人

の
た
め
に
何
か
を
す
る
」
と

い
う
体
験
を
し
、
そ
の
よ
う

な
「
見
え
な
い
大
事
な
も
の

を
生
き
て
い
こ
う
」
と
す
る

も
の
で
も
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
「
い
の
ち
」
す

な
わ
ち
人
間
の
生
き
る
意
味

の
中
心
、コ
ア
の
部
分
に
は
、

「
共
に
」
生
き
る
と
い
う
こ

と
が
あ
る
か
ら
だ
。

松
浦
司
教
は
人
間
が
本
質

名古屋教区殉教者祭のお知らせ
①『栄国寺』
　名古屋教区殉教者顕彰ミサ
日　時　2月2日（土）　10：30～
　　　　ロザリオの祈り
司　式　ミカエル松浦悟郎司教
会　場　栄国寺境内キリシタン顕彰碑前　名古屋市中区橘1-21-38
交　通　地下鉄名城線「東別院」駅下車
　　　　4番出口北へ3分「下茶屋公園」　交差点を西へ4分
　　　　栄国寺には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。
連　絡　・ロザリオをご持参ください。
　　　　・司祭、助祭の方は「赤」のストラをご持参ください。
　　　　・式場へは顕彰碑の南側広場（道路沿い）からお入りください。
　　　　・�顕彰碑、墓地が建立されている区画には、入らないようにお

願いします。

②『カトリック金沢教会』
　福者ユスト高山右近殉教者ミサ
日　時　2月2日（土）　14：00～
司　式　アウグスチノ野村純一名誉司教
会　場　カトリック金沢教会　金沢市広坂1-1-54
交　通　JR金沢駅から市バスで「香林坊」バス停下車　徒歩5分
連　絡　司祭、助祭の方は「赤」のストラをご持参ください。
①②の問合せは名古屋教区宣教司牧評議会事務局
　　　　☎052-936-8366　Fax052-935-2254

中
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

静
か
に
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯

し
て
そ
れ
を
さ
さ
げ
た
。

「
死
刑
を
止
め
よ
う
」
宗

教
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
15
年

前
か
ら
、
死
刑
執
行
さ
れ
た

人
と
そ
の
家
族
、
被
害
者
と

そ
の
遺
族
、
執
行
を
待
つ
死

刑
囚
、
冤
罪
と
闘
う
死
刑

囚
、
執
行
に
あ
た
る
刑
務

官
、
教き

ょ
う
か
い
し

誨
師
な
ど
、
死
刑
に

関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
想
い

を
は
せ
て
、
祈
り
を
さ
さ
げ

る
「
諸
宗
教
に
よ
る
祈
り
の

集
い
」
の
ほ
か
、
死
刑
廃
止

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
死
刑
執

行
停
止
を
求
め
る
署
名
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

的
に
「
共
に
」
生
き
る
存
在

で
あ
る
こ
と
を
、
自
身
の
出

会
い
の
体
験
を
例
に
、
分
か

り
や
す
く
説
い
た
。

講
演
後
、
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
で
の
分
か
ち
合
い

は
、
静
か
に
耳
を
傾
け
合
い

な
が
ら
、
自
分
が
置
か
れ
た

場
で
ど
の
よ
う
に
「
共
に
生

き
て
き
た
」
の
か
再
確
認
す

る
時
と
な
っ
た
。

２
日
目
は
、
ア
サ
ン
テ
ナ
ゴ

ヤ
の
理
事
で
血
液
内
科
医
の

内
海
眞
先
生
の
ケ
ニ
ア
で
の
エ

イ
ズ
予
防
活
動
に
つ
い
て
、
次

い
で
福
島
県
カ
リ
タ
ス
南
相

馬
で
活
動
す
る
会
員
の
南
原

摩
利
さ
ん
か
ら
の
報
告
を
聞

い
た
。
現
場
で
の
実
践
を
通

し
て
語
ら
れ
る
貴
重
な
講
演

内
容
だ
っ
た
。「
私
は
何
が
で

き
る
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
よ

う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

終
わ
り
に
松
浦
司
教
と
全

国
各
地
か
ら
参
加
し
た
６
人

の
顧
問
司
祭
に
よ
る
共
同
司

式
で
感
謝
の
祭
儀
が
捧
げ
ら

れ
た
。
ま
た
「
ナ
ー
ス
の
祈

り
」
を
も
と
に
、
暮
林
響
神

父
（
神
言
修
道
会
）
顧
問
の

作
曲
に
よ
る
「
癒
し
の
手　

奉
仕
の
手
」と
題
す
る
歌「
♬

主
を
こ
の
両
手
を
通
し
て
、

あ
な
た
の
癒
し
の
光
が
輝
き

出
ま
す
よ
う
に
♬
」
が
名
古

屋
支
部
会
員
の
協
力
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
て
披
露
さ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ

た
タ
レ
ン
ト
を
生
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
こ
う

と
決
意
し
て
閉
幕
し
た
。

（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会

�

名
古
屋
支
部　

鈴
木
光
恵
）

2019年名古屋教区
司教叙階記念 

司祭・修道者・奉献生活者の金銀祝
日　時　3月21日（木・祝）14：00～17：00（名古屋教区司教座聖堂献堂記念日）
場　所　カトリック布池司教座聖堂及び地下ホール
内　容　14：00金銀祝ミサ　　16：00地下ホールで茶話会　　17：00解散
会　費　無料
主　催　カトリック名古屋教区
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信
仰
を
つ
む
ぎ
、
信
仰
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
福
音
化
の
歩
み
の
た
め
に
―

第
12
回
ク
リ
ス
マ
ス
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

美
し
い
オ
ル
ガ
ン
演
奏
と

女
声
コ
ー
ラ
ス
に
酔
う

聴
く
者
の
心
を
一
瞬
に
し

て
虜
に
す
る
よ
う
な
、
美
し

い
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
と

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
「
第
12
回

ク
リ
ス
マ
ス
メ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
12
月
22
日
布

池
教
会
聖
堂
（
名
古
屋
カ
テ

ド
ラ
ル
）
で
開
か
れ
た
。
主

催
は
布
池
教
会
挙
式
部
で
、

司
会
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
挙
式

担
当
の
太
田
実
神
父
が
行
っ

た
。
オ
ル
ガ
ン
奏
者
は
布
池

教
会
主
席
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

早
川
志
づ
江
さ
ん
。
コ
ー
ラ

ス
は
数
々
の
受
賞
歴
を
持

つ
、
地
元
東
区
を
拠
点
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
コ
ー
ル

リ
リ
ア
ス
と
豊
田
市
少
年
少

女
合
唱
団
Ａ
Ｌ
Ｕ
М
Ｎ
の
合

同
。
合
唱
指
揮
は
両
合
唱
団

の
歌
唱
指
導
を
し
て
い
る
永な

が

ひ
ろ
子
さ
ん
。

第
一
部
オ
ル
ガ
ン
演
奏

は
、
オ
ル
ガ
ン
の
多
彩
さ
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
し
た

「
Ｗ
ｅ
ｉ
ｈ
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ

ｎ
」（
ク
リ
ス
マ
ス
）
な
ど

３
曲
が
披
露
さ
れ
観
客
を
オ

ル
ガ
ン
の
世
界
に
誘
っ
た
。

第
二
部
合
唱
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
作
曲
家
ホ
ル
ス
ト
の

「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」

な
ど
４
曲
が
、
ま

る
で
同
一
人
物
が

集
ま
っ
て
合
唱
し

て
い
る
か
の
よ
う

な
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
披
露
さ
れ

た
。観

客
も
一
緒
に

な
っ
て
、「
し
ず

け
き
」
と
「
も
ろ

び
と
こ
ぞ
り
て
」

を
歌
い
、
ク
リ
ス

マ
ス
を
祝
っ
た
。

こ
の
メ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
献

金
は
、
岐
阜
県

の
児
童
福
祉
施

設「
麦
の
穂
学
園
」

内
の
乳
児
院
「
か

が
や
き
」
に
、
12

月
25
日
に
届
け
ら

れ
る
と
の
こ
と
。

太
田
神
父
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
を

家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
の
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち

に
、
温
か
な
ま
な

ざ
し
が
向
け
ら
れ

る
、
そ
う
い
う
ク

リ
ス
マ
ス
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
と

呼
び
か
け
た
。

第8回『あとから来る者のために』
原発勉強会

　どなたでも、気軽にご参加ください。一緒に
原発について考えましょう。
日　時　2月9日（土）　13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12－23
参加費　200円
主　催　次世代を考える会
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

カルメル修道会 土曜静修
in 名古屋

―カルメル会士とともに過ごす聖母の土曜日―

日　時　2月2日、3月2日、4月6日
　　　　5月4日㈷、6月1日、7月6日
　　　　いずれも土曜日。13：00～17：00。
　　　　講話・黙想・ミサ・教会の祈りなど。
場　所　カルメル修道会
　　　　日比野（本部）修道院
　　　　（カトリック日比野教会）
交　通　地下鉄名港線　日比野駅下車　徒歩約8分
その他　�参加の事前連絡は不要。直接お越し下さい。
　　　　当日は千円程度のご寄付をお願いします。
　　　　ゆるしの秘跡にあずかることができます。
問合せ　男子跣足カルメル修道会　一日静修係
　　　　Fax 052-681-6445
　　　　E-mail: hibino@carmel.or.jp

名古屋教区、 
神言会・聖霊会 JPIC 勉強会 

シリーズ第4回
テーマ「共に生きる地球家族」

日　時　2月24日（日）
　　　　13：30～16：00（開場13：00）
場　所　南山教会マリア館2階
　　　　名古屋市昭和区南山1
　　　　（地下鉄鶴舞線いりなか駅下車　徒歩5分）
テーマ　�「今を生きる力の源―神、人、自然とひとつとなる生き方」
講演者　中川博道神父（カルメル修道会）
問合せ　福信館　☎052-935-7180（Fr. 竹谷）
　　　　八事聖霊修道院
　　　　☎052-832-0434（Sr. 武田）
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会
　　　　名古屋教区正義と平和委員会

東日本大震災被害者追悼・被災地復興祈願の日
～宗教・宗派を超えてつなぐ祈りの手～

日　時　3月11日（月）13：30～15：45
会　場　カトリック布池教会・大聖堂
主なプログラム
　第1部　講演会
　　テーマ　「南相馬の農地再生」
　　講　師　�神野英樹氏（NPO法人チェルノブイリ救援・中部理事）
　第2部　諸宗教者による祈り
　　仏教、イスラム、プロテスタント、カトリックなど

今世紀にキリシタン史を学び直す
「2019年キリシタン史勉強会」

会場案内
名古屋会場　カトリック主税町記念聖堂
金 沢 会場　カトリック金沢教会
勉強会の日時と講題
第 4回　名古屋2月11日（月・祝）13：00
　　　　金　沢2月24日（日）10：00ミサ後
「濃尾崩れ」浅井太郎神父（名古屋教区司祭）
第 5回　名古屋5月11日（土）13：00
　　　　金　沢5月19日（日）10：00ミサ後
「井上秀斉と主税町教会」栗木英次氏（小牧教会）
第 6回　名古屋10月12日（土）13：00
　　　　金　沢10月13日（日）10：00ミサ後
「五島のキリシタン」濱口未明神父（神言会司祭）
連　絡　申し込み不要、参加費無料（席上献金あり）
　　　　参加ご希望の方は当日会場にお出かけ下さい。
　　　　�なお、講師の都合により、講題テーマは変

更になる場合があります。
主　催　カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会
　　　　☎052-936-8366

南
山
高
等
・
中
学
校
女
子

部
の
聖
歌
隊
が
12
月
24
日
、

金
山
総
合
駅
南
口
・
金
山
南

ビ
ル
１
階
の
屋
内
空
地
「
イ

ン
タ
ー
コ
モ
ン
」
で
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

た
。幻

想
的
な
ト
ー
ン
チ
ャ
イ

ム
（
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
一
種
で

金
属
製
パ
イ
プ
の
本
体
を
振

り
出
す
と
チ
ャ
イ
ム
の
よ
う

な
音
が
す
る
打
楽
器
）
の

演
奏
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
始

ま
っ
た
。

「
ウ
ィ
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ユ
ー
・
ア
・
メ
リ
ー
・
ク
リ

ス
マ
ス
」「
ひ
い
ら
ぎ
か
ざ

ろ
う
」「
も
み
の
木
」「
サ
ン

タ
が
町
に
や
っ
て
く
る
」「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」「
ウ
イ
ン
タ
ー

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」「
あ
わ

て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
」
と
い
う
、
誰
で
も
よ
く

知
っ
て
い
る
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
が
、
イ
ブ
の
夜

を
帰
宅
す
る
人
々
の
心
に
明

る
く
響
い
た
。

途
中
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
を
は
さ
ん
で
、
町
行
く

人
々
と
共
に
厳
か
な
雰
囲
気

で
主
の
降
誕

を
祝
っ
た
。

後
半
は
、

42
人
の
少
女

た
ち
が
、「
し

ず
け
き
」「
来

た
れ
友
よ
」

「
あ
め
の
み

つ
か
い
の
」

「
も
ろ
び
と

こ
ぞ
り
て
」

な
ど
の
カ
ト

リ
ッ
ク
聖
歌

を
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
清

ら
か
な
声
で

披
露
し
た
。

金
山
と
い

う
繁
華
街
の

一
角
で
こ
れ

を
聴
い
た

人
々
の
中
に

は
、
い
っ
と

き
、
聖
な
る

も
の
へ
の
憧

れ
を
感
じ
た

人
も
い
た
に

違
い
な
い
。

南
山
高
等
・
中
学
校
女
子
部

�

聖
歌
隊
コ
ン
サ
ー
ト

第31回「愛知同宗連」講演会
テーマ　全国水平社創立の歴史的意義
講　師　朝治　武 氏（大阪人権博物館館長）
日　時　2月25日（月）14：00～16：00（13：30開場）
会　場　東別院会館ホール
　　　　�名古屋市営地下鉄東別院駅4番出口・�

徒歩3分
参加費　無料
申込み・問合せ
　　　　�担当：早川神父　岡崎教会・�

電話（0564）51-1848／ Fax（0564）64-1215
　　　　メール：ttmhykw @ yahoo. co. jp

性虐待被害者のための
祈りと償いの日

名古屋教区では「祈りと償いの日」の集いを行います。それぞれ
の小教区におかれましても心を合わせてお祈りください。
日　時　3月24日（日）10：00～
場　所　カトリック福井教会
　　　　福井市宝永3-2-3
詳　細　松浦悟郎司教主司式による主日のミサ
　　　　ミサ後、性虐待被害の現状について
　　　　質疑応答など
主　催　名古屋教区セクシャル・ハラスメント対策委員会
　　　　カトリック福井教会
　　　　北陸ブロック宣教司牧評議会

World Youth Day in Nagoya
ワールド・ユース・デイ名古屋2019

World Youth Dayパナマ大会が1月16日から31日ま
での日程で開催されます。名古屋教区から6人の青
年が参加。今回のパナマ大会の青年たちが中心と
なって、巡礼の体験や、テーマやプログラムを分
かちあえる内容で開催します。是非ご参加くださ
い。
日　時　3月9日（土）・10日（日）
会　場　多治見ログハウス研修センター
　　　　岐阜県多治見市緑ヶ丘38
テーマ「わたしは主のはしためです。
� お言葉どおり、この身になりますように」
参加費　3,500円（新大学生は2,000円）
対象者　18歳～35歳くらいまで
申込み　�氏名、年齢、所属教会、連絡先などをご

記入の上 e-メールにてお申し込みくださ
い。

　　　　catholic.nagoya.youth@gmail.com
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信
仰
を
つ
む
ぎ
、
信
仰
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
福
音
化
の
歩
み
の
た
め
に
―

＝
名
古
屋
女
子
大
学
音
楽
第

4
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。

「
み
ん
な
で
歌
お
う
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
と
合
唱
と
聖
歌

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
お

話
」
が
12
月
22
日
、
南
山
教

会
大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
と
多

く
の
人
々
が
参
加
し
聖
堂
は

満
席
と
な
っ
た
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

吉
田
文
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、
数
年
前
か
ら
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
で
始

ま
り
、
祈
り
へ
の
招
き
と
し

て
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
と
オ
ル

ガ
ン
演
奏
、
全
体
を
通
し
て

ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
挟
ん
で

ル
カ
の
福
音
書
が
朗
読
さ
れ

た
。
歌
の
中
に
は
サ
ン
サ
ー

ン
ス
の
「
ア
ベ
・
マ
リ
ア
」

と
バ
ッ
ハ
の
「
ま
ぶ
ね
の
か

た
え
に
」
等
、
シ
ス
タ
ー
に

よ
る
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
も
あ
っ

た
。一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
で

は
「
荒
野
の
は
て
に
」「
ま

き
び
と
」
等
を
会
衆
と
と
も

に
歌
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰

囲
気
が
来
場
者
の
心
に
も
し

み
わ
た
っ
た
。
続
い
て
ヘ
ン

デ
ル
の
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
聖

歌
隊
と
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
で
高

ら
か
に
歌
い
上
げ
、
歌
声
は

大
聖
堂
に
響
き
渡
っ
た
。
そ

し
て
全
員
で
「
平
和
を
求
め

る
祈
り
」を
捧
げ
、フ
ィ
ナ
ー

第
15
回
Ａ
Ｊ
Ｕ
ワ
イ
ン

フ
ェ
ス
タ
が
多
治
見
修
道

院
内
で
11
月
３
日
（
土
）

に
開
か
れ
た
。
午
前
９
時

45
分
よ
り
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
古

川
雅
典
多
治
見
市
長
、
実

行
委
員
長
の
タ
イ
ホ
ウ
グ

ル
ー
プ
社
長
小
野
直
彦
さ

ん
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
ま

た
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
理
事

長
の
野
村
純
一
名
誉
司
教

が
主
催
者
を
代
表
し
て
「
今

回
で
15
回
目
を
迎
え
る
ワ

イ
ン
フ
ェ
ス
タ
だ
が
、
そ

の
基
に
は
今
か
ら
88
年
前

に
ド
イ
ツ
か
ら
や
っ
て
来

た
修
道
士
た
ち
が
こ
の
修

道
院
で
ワ
イ
ン
作
り
を
始

め
た
、
と
い
う
歴
史
が
あ

る
。
そ
れ
を
引
き
継
い
だ

Ａ
Ｊ
Ｕ
の
障
害
者
の
人
た

ち
の
励
み
と
な
る
よ
う
に
、

大
い
に
ワ
イ
ン
祭
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
し
た
。

続
い
て
会
場
と
な
っ
た

多
治
見
修
道
院
を
代
表
し

て
及
川
正
神
父
が
「
ち
ょ

う
ど
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
が

始
ま
っ
た
頃
、
こ
の
修
道

院
に
赴
任
し
て
き
て
、
当

時
と
比
べ
る
と
今
は
４
倍

の
人
出
で
盛
況
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
ワ
イ
ン
作
り
に
励

む
人
た
ち
の
賜
物
で
あ
り
、

周
り
の
応
援
し
て
き
た

人
々
の
お
か
げ
。
こ
こ
で

働
い
て
い
る
人
た
ち
と
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
、
今
日

は
良
い
思
い
出
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
ゲ
ス
ト
の
皆
さ

ん
や
小
牧

ワ
イ
ナ

リ
ー
で
働

く
ス
タ
ッ

フ
39
人
の

紹
介
も
行

わ
れ
、
ワ

イ
ン
ソ
ム

リ
エ
ー
ル

の
島
幸
子

さ
ん
が
乾

杯
の
音
頭

を
と
っ

た
。ワ

イ
ン

試
飲
コ
ー

ナ
ー
は
毎

年
、
行
列

が
で
き
て

人
気
が
高

い
。
ブ
ド

ウ
園
の
下

で
は
子
供

連
れ
の
家

族
が
弁
当

を
広
げ
楽

し
く
語
ら
い
、
ワ
イ
ン
を

酌
み
交
わ
す
グ
ル
ー
プ
も

見
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
15
回
記
念
特
別
抽

選
会
で
は
特
賞
の
ワ
イ

ン
15
本
セ
ッ
ト
の
大
当
り

２
本
が
で
て
、
多
く
の
方

の
歓
声
に
包
ま
れ
た
朗
ら

か
な
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
と

な
っ
た
。

来
年
の
開
催
は
11
月
２

日
（
土
）を
予
定
し
て
い
る
。

豚
の
丸
焼
き
に
乞
う
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

レ
は
オ
ル
ガ
ン
独
奏
で
締
め

く
く
っ
た
。

最
後
に
、

出
演
し
た
皆

さ
ん
が
祭
壇

前
に
整
列

し
、
吉
田
文

さ
ん
よ
り
出

演
者
ご
と
に

紹
介
が
行
わ

れ
る
と
、
会

場
か
ら
は
た

く
さ
ん
の
拍

手
が
送
ら
れ

た
。＊

出
演
者

の
皆
さ
ん
の

紹
介聖

書
朗
読

＝
シ
ス
タ
ー

村
上
多
美

代
（
聖
霊
奉

持
布
教
修
道

女
会
）、
独

唱
＝
シ
ス

タ
ー
伊
藤
晶

（
同
）、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン

＝
吉
田
文
、

聖
霊
中
学
、

南
山
教
会
聖

歌
隊
有
志
、

名
古
屋
グ
レ

ゴ
リ
オ
聖
歌

を
歌
う
会
、

ハ
ン
ド
ベ
ル

福祉映画祭　in Nagoya 2019

「みんなちがって、みんないい」
日にち　2月8日（金）・9日（土）

会　場　名古屋学院大学名古屋キャンパス
　　　　しろとり翼館４Ｆクラインホール
　　　　（地下鉄日比野駅から徒歩10分）

受講料　1,000円 /1日　定員250人 /1日

プログラム
2月8日（金）　10：00 開場
10：30 映画「毎日がアルツハイマー」
13：30「楽しくなければ福祉じゃない！
白井佳夫のミュージカル映画史 PART2」
17：00～ 映画「崖の上のポニョ」
2月9日（土）　9：30開場
10：00 映画「博士と彼女のセオリー」
13：30 パフォーマンスとしゃべり場
テーマ：「みんなちがってみんないい」
司　会：ジェイムス・ヘイブンス、
　　　　SOCIAL WORKEEERZ/ アガイガウガ、
　　　　桂 福点（かつらふくてん）
16：00 映画「あん」

主　催　AJU車いすセンター

チケット購入方法　�電話・Fax・メール・ホームページよりお
申し込みください。

電　話：052-851-5240（福祉映画祭事務局）
Ｆａｘ：052-851-5241
メール：eigasai_info@aju-cil.com　
Ｈ　Ｐ：https：//eigasai.jimdofree.com/
住所・氏名・電話番号・受講希望日とチケット
枚数を記入。詳細はチラシ等をご覧ください。

〝
み
ん
な
で
歌
お
う
〟

大
聖
堂
に
響
く
聖
歌
と
オ
ル
ガ
ン
の
音
色

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）からお知らせ 
《女子パウロ会 名古屋修道院での集い》

「ロザリオの祈り」
　修道院のチャペルで、シスターたちと一緒に「ロザリオの祈り」
をしませんか。どなたでも自由に参加できます。
日　時：2月10日（日）
　　　　毎月第2日曜日　午後2時～（40分程度）

「読書会」
開催予定　2月16日（土）、3月16日（土）
　　　　　毎月第3土曜日　午後2時～3時30分
図書は「修道院に風」原造（はら つくる）著を使います。人生の黄
昏時を迎えた修道士が祈りの日々、折にふれて綴った随想集です。
・�どなたでも参加できます。初めての人も参加してみませんか。
・�読書会で使う本「修道院の風」1,188円（税込み）はご自身でご購
入ご用意ください。
★詳しくは、聖パウロ書院へ
　場所・問合せ　聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）
　名古屋市東区葵1-13-2　☎052-936-4443

松浦悟郎司教講演会のお知らせ
「信徒、この眠れる巨人」

日　時　2月16日（土）　13：00～16：00
場　所　布池文化センター1号館3階　コンコルディアホール
対　象　�一般信徒の方すべてどなたでもご参加いただけます。
主催・問合せ　名古屋教区信徒使徒職協議会
　　　　　　　☎052-933-3435

第
15
回
Ａ
Ｊ
Ｕ
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
、

�

来
場
者
は
３
５
０
０
人
！

出演者を紹介する吉田文さん

第49回名古屋教区
典礼研修会のお知らせ

「CREDO 皆で祝う、皆で歌う、
私たちの信仰」

日　時　2月11日（月・祝）
　　　　10：00～16：00（9：30より受付）

場　所　南山教会マリア館ホール

内　容　南雲正晴神父による講演
　　　　高田裕和神父による歌唱指導

参加費　500円

持ち物　�『ニケア・コンスタンチノープル信条』と�
『使徒信条』の旋律。

　　　　昼食及び飲み物

申込先　名古屋教区典礼委員会事務局
　　　　Fax 申込　052-808-8878
　　　　ホームページからの申込
　　　　　　　　　http://ndlc.jp/

申込締　1月31日

問合先　名古屋教区典礼委員会事務局
　　　　e-mail litqanda@ndlc.com
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年
12
月
6
日

に
帰
天
。
80

歳
。
通
夜
及

び
葬
儀
・
告

別
式
は
神
言

会
ア
メ
リ
カ

シ
カ
ゴ
管
区
で
執
り
行
わ
れ
た
。

略
歴　

１
９
３
８
年
10
月
25
日
ア
メ
リ
カ

に
生
ま
れ
る
58
年
9
月
8
日
初
誓
願
宣

立　

64
年
9
月
8
日
終
生
誓
願
宣
立　

66

年
1
月
15
日
司
祭
叙
階　

73
年
8
月
29
日

来
日　

75
～
２
０
０
７
年
南
山
大
学
教

員　

18
年
12
月
6
日
帰
天
。

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

２
月
の
教
会
暦

２
日
㈯　

主
の
奉
献
（
祝
）

３
日
㈰　

年
間
第
４
主
日

５
日
㈫　
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達成率
約72.2％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

586件 28,908,675円
（12月末）目標額 40,000,000円
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を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

東日本大震災・災害支援金の報告と募金のお願い
　発災時より、名古屋教区カリタス福祉委員会（旧・社会福祉委員会）へ
振込まれました支援金を下記の通りご報告いたします。温かいご支援に
心より感謝いたします ! !
東日本大震災被災者支援募金募金� （振込手数料引去後の金額）

単 月 明 細 2011. 3. 17 発災から
2018. 12. 31までの合計摘　　　要 12/1～12/31

募金、ご寄付 収入合計 85,609 30,024,707
ベース他支援 支出合計 0 29,645,727

支援金残高合計 378,980
※上記12月度に支援金のご協力いただいた小教区・個人（敬称略）
� 一宮、高蔵寺、金沢教会
☆�インドネシア地震災害支援金をご協力いたいた修道院、小教区、個人（敬称略）
　　（12/1～12/31込分）4件　163,213円（振込手数料引去後の金額）
� （10/3～12/31　合計　39件　1,917,965円）
　（小教区） 一宮、高蔵寺、富山
　（団体）　富山教会こども会
★支援金振込先　
　口座番号 ００８２０－５－１３７４５６
　名義　�カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会�

「東日本大震災・災害支援金」�
「インドネシア地震災害支援金」�
「クリスマス献金」等�
 募金の意向先を記入願います。

　※振替口座番号、名義が変更となりました。ご注意願います。

ご連絡・問合せ先
カリタス福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
2
月
の
炊
き
出
し　

木
7
日
東
山
、

14
日
布
池
、
21
日
聖
霊
・
南
山
・
樹
の
会
、

28
日
一
宮　

金
1
日
喜
望
の
会
、
8
日

Ａ
Ｊ
Ｕ
・
恵
方
町
、
15
日
南
山
、
22
日
布

池人
事
異
動
（
1
月
13
日
付
）

稲
沢
・
津
島
教
会

▼
小
教
区
管
理
者　

浅
井
太
郎
神
父
（
一

宮
教
会
・
教
区
司
祭
）

聖マリアの無原罪教育宣教修道会の
「青年のための聖書の学び」

テーマ　ルカ23章イエスと弟子たちと婦人たち
　　　　「……墓と、イエスの遺体が納められている
　　　　 有様とを見届け、……」
日　時　2月17日（日）14：00～19：50
　　　　（高校生は16：30まで）
対　象　青年男女（18～32歳）
予　定　13：30開門～19：50終了
連絡先　名古屋市千種区園山町1-56　☎052-782-5850
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　担当者　シスター碇（いかり）政子
　　　　ＦＢ　　「青年のための聖書の学び」
　　　　ＨＰ　　http://www.concepcionistas.jp/

主にささげる24時間～聖体礼拝
主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行われて
います。開始時と終了時にミサが行われます。どうぞ
ご参列ください。
日　時　毎月第2・第4木曜日
　　　　木曜日19：00～金曜日19：00
場　所　主税町記念聖堂　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区　
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父　携帯電話090-1623-1170

2019  世界祈祷日ご案内
― スロベニアからのメッセージ ―

「いらっしゃい　準備はすっかりできています」

日　時　3月1日（金）10：00～12：00
　　　　○讃美歌　○礼拝
会　場　日本福音ルーテル名古屋めぐみ教会
　　　　名古屋市南区鳥栖1-15-32
　　　　☎電話 052 ‐ 821-3531
問合せ　信徒使徒職協議会
　　　　濱野☎052-763-5485
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第14回ホスピス聖霊講演会のご案内
日　時　2月23日（土）13：30～15：10（開場は13：00～）
会　場　聖霊病院２階　聖霊ホール
テーマ　｢ホスピス・緩和ケアの歩みと期待される役割 ｣
　　　　―地域をつなぐ要として―
講　師　渡邊 正 氏
　　　　公立学校共済組合東海中央病院　名誉院長（岐阜県）
対　象　一般
主　催　聖霊病院　ホスピス聖霊推進委員会
後　援　ホスピス聖霊後援会 ｢ぶどうの会 ｣
定　員　160名（定員になり次第　締切）
　　　　入場無料ですが、ホスピス聖霊のためにご寄付をお願い致します。
申込み方法：往復はがき またはＥメールにて下記へご連絡
締　切　2月16日（金）必着
申込み問合せ　〒466-8633　名古屋市昭和区川名山町56
　　　　聖霊病院カトリック社会事業室　ホスピス聖霊講演会係
　　　　☎052 ‐ 832 ‐ 1181（内線3316）
　　　　Ｅメール katosha ＠ seirei-hospital.org


